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資料取り扱い上の注意
・本資料および口頭にて提供する業績予想は、当社が発表日現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を
当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
・本資料に記載しております数字につきましては、単位未満切捨てで処理しております。比率は百万円単位で計算した結果を四捨五入して処理しております。



本日のアジェンダ

１．2015年3月期 第１四半期 業績

２．セグメント別業績概況

３．財務状況について

４．持株会社体制移行について

５．2015年3月期業績予想

６．まとめ
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業績サマリー<2015年3月期 第1四半期>
>>前年同期比較

2014年3月期
１Q

2015年3月期
1Q

増減
(15/3 1Q - 14/3 1Q)

売上高 593 100.0% 524 100.0% ▲68 -11.5％

営業利益 22 3.7％ 22 4.3％ 0 1.3％

経常利益 22 3.8% 23 4.5% 1 5.5％

四半期純利益 16 2.8% １5 2.9% ▲1 -9.1％

（単位：億円）
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2014年3月期
4Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q - 14/3 4Q)

売上高 726 100％ 524 100％ ▲202 -27.8％

営業利益 43 6.0％ 22 4.3％ ▲20 -48.4%

経常利益 43 5.9% 23 4.5% ▲19 -45.3%

四半期純利益 31 4.3% １5 2.9% ▲16 -51.4%

>>前四半期比較

（単位：億円）
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SE FE MP その他 営業利益(右目盛） 営業利益売上高

売上高 645 584 502 768 666 428 348 554 593

据付完了基準出荷基準

518 521 726 524 

売上高・営業利益の四半期推移<連結>

2012/3期 2013/3期

＊2013年3月期のSE、FEは、据付完了基準を遡及適用して記載しています。

2014/3期 2015/3期
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（単位：億円）



（単位：億円）
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SE FE MP その他 受注残高(右目盛） 受注残高受注高

受注高

2013/3期

625 632467582 573 429 506 420 483 508

出荷基準 据付完了基準

＊2013年3月期は、SE、FEの受注残高は据付完了基準を遡及適用して記載しています。

2014/3期

553 572 596

受注高・受注残高の四半期推移<連結>

2015/3期
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（単位：億円）

2014年3月期
１Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q - 14/3 1Q)

売上高 433 100% 351 100% ▲82 -19.0％

営業利益 21 4.9 ％ 29 8.3％ 7 37.7％

セグメント別・業績概況<SEセグメント>

>>前年同期比較

（単位：億円）

2014年3月期
4Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q ‒ 14/3 4Q)

売上高 506 100% 351 100% ▲155 -30.7％

営業利益 39 7.8％ 29 8.3％ ▲10 -26.9％

>>前四半期比較

>>トピックス
・前年同期比： 変動費率改善、たな卸資産評価損減少等により減収増益
・前四半期比： 変動費率改善、固定費減少等により、減収でもＯＰＭ改善
・受 注： １Ｑはファウンドリーは堅調に推移し、5月想定を上回った

２Ｑは5月予想のとおり
・事業環境： ５月の見方から大きな変化なし

下期はファウンドリーとメモリーがけん引
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47％
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>DRAM: 15%
>Flash:    6%
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*FY12/2Qよりパーツをその他に含めている

13%

受注比率・四半期推移<SEセグメント・デバイス別単体>

>>単独・デバイス別受注比率

3％
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＊ご参考：連結・受注高（366億円）

>>単独・１Ｑ地域別受注比率

計 100％



（単位：億円）

2014年3月期
１Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q ‒ 14/3 1Q)

売上高 41 100% 49 100% 8 20.7％

営業利益 1 2.7％ ▲4 -8.3％ ▲5 - ％

セグメント別・業績概況<FEセグメント>

>>前年同期比較

（単位：億円）

2014年3月期
4Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q ‒ 14/3 4Q)

売上高 55 100% 49 100% ▲5 -10.1％

営業利益 ▲1 -3.2％ ▲4 -8.3％ ▲2 - ％

>>前四半期比較

>>トピックス
・前年同期比： 中国向け大型パネル用製造装置が増加するも、収益性は低下

プロダクトミックスの影響と固定費増加による
・受注： 前四半期（４Q）に引き続き、高水準を維持、中国向け大型TV

パネル用製造装置がけん引 →売上予定は、今期４Q以降
・事業環境： 中国での投資が中心

４Ｋテレビの普及で画面の大型化に期待
7



0%

50%

100%

FY
12

/1
Q

FY
12

/2
Q

FY
12

/3
Q

FY
12

/4
Q

FY
13

/1
Q

FY
13

/2
Q

FY
13

/3
Q

FY
13

/4
Q

FY
14

/1
Q

FY
14

/2
Q

FY
14

/3
Q

FY
14

/4
Q

FY
15

/1
Q

G8以上

G7

G6

G5

G4

G3以下

その他

日本
台湾

韓国
中         国

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受注比率・四半期推移<FEセグメント・世代別単体>

8

＊ご参考：連結・受注高（125億円）>>単独・製品サイズ別受注比率

>>単独・１Ｑ地域別受注比率
＊FY12/4Qはグロスにて算出



（単位：億円）

2014年3月期
１Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q ‒ 14/3 1Q)

売上高 116 100％ 121 100% 5 4.6％

営業利益 4 3.7％ 4 3.7％ 0 4.4％

セグメント別・業績概況<MPセグメント>

>>前年同期比較

（単位：億円）

2014年3月期
4Q

2015年3月期
１Q

増減
(15/3 1Q ‒ 14/3 4Q)

売上高 162 100% 121 100% ▲40 -25.1％

営業利益 12 7.7％ 4 3.7％ ▲8 -64.5％

>>前四半期比較

>>トピックス
・前年同期比： ＭＴ：海外売上が増加。円安影響もあり

ＰE：直接描画装置が台湾で増加
・前四半期比： 売上が４Ｑ偏重傾向のため減収減益
・事業環境： ＭＴビジネス、CTPの国内入れ替え需要

欧州は厳しい状況が継続するも、商談は増えつつある
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（単位：億円）

負債および純資産

2,220

自己資本比率 37.2% (2014/3)  40.0% (2014/6)

2,531

（単位：億円）

2,220
2,323 2,3232,323 2,323

出荷基準 据付完了基準 据付完了基準出荷基準

＊2012/3、2013/3は、据付完了基準を遡及適用して記載しています。

2,388 2,388
2,531

貸借対照表<連結>
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キャッシュフロー<連結>

>>１Q・フリーキャッシュフロー： ▲30億円
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>>2015年3月期6月末 ■有利子負債： 413億円
■現金及び預金： 298億円
■ネット有利子負債： 115億円
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半導体機器事業 代表者：須原 忠浩

FPD機器事業・その他装置 代表者：廣江 敏朗

シェアードサービス業務 代表者：河原林 正

製造支援・製造請負業務 代表者：嶋治 克己

印刷関連機器・ＰＣＢ関連機器事業 代表者：青木 克彦

持株会社体制移行について

>>2014年10月分社化準備は着実に進行中
持株会社移行準備室を設置し、課題解決と進捗管理
承継会社の新体制構築



（単位：億円）
上期 下期 通期

５月発表 8月発表 5月発表 8月発表 5月発表 8月発表

売上高 1,080 1,130 1,280 1,280 2,360 2,410

ＳＥ 730 770 815 815 1,545 1,585

ＦＥ 85 90 180 180 265 270

ＭＰ 260 265 275 275 535 540

ＯＴ 5 5 10 10 15 15

営業利益 35 47 65 65 100 112

経常利益 30 45 60 60 90 105

当期純利益 22 30 53 53 75 83

●想定為替レート>> １米ドル＝100円、１ユーロ＝135円
●年間配当金予想>> 期末配当１株当たり5円（5月予想から変更なし）
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2015年3月期業績予想



まとめ

>>事業環境は、概ね期初想定どおり

>>足下の受注状況を鑑み、上期の業績予想を上方修正
→ファウンドリー各社は、活発な設備投資計画・実行中

>>変動費削減を中心に、収益構造改革は進行中

>>10月１日付、持株会社体制移行に向けた作業は、
着実に進捗
→事業執行のスピードアップ、各事業の独立採算
の強化、収益力向上を目指す
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売上実績事業別の連結売上高比率

地域別の連結売上高比率

SE  = 半導体機器事業
FE  = FPD機器事業、
MP = メディアアンドプレシジョンテクノロジー事業

MT = 印刷関連機器事業
PE = プリント基板関連機器事業

補足資料<2014年3月期末>
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